
き合いネットワーク大分

　いま医療において、「コミュニケーション」の重要性が叫ばれています。「コミュニケーシ

ョン」とは、何でしょうか？　また、どのようにしてそのポイントを身につければよいので

しょうか？

　このような問題意 を持ちながら、「豊の国医療コミュニケーションの集い」は 2001 年暮

れに、種々の職種の医療者や医学生だけでなく、患者さんも参加して、参画型学習法である

ワークショップとしてスタートしました。この集いから多くの模擬患者(SP)※が誕生し、「豊
の国医療教育ボランティア会（豊の国 SP 研究会）」として発展し、大分大学医学 および

属病院だけでなく、主として県内の医療面接教育の場で活 しています。医療コミュニケ

ーションのあり方を学びながら、「コミュニケーションには癒しがある」ことを再発見した
り、「やわらかな 1.5 人称」という私共の行動目標となる新しいコンセプトもこのワークシ
ョップの場で生まれ、いま全国区の 葉として広がっています。また、本ワークショップ参

加者を核にして昨秋「 き合いネットワーク東京」が、続いて本年「ひびきあいネットワー

ク 崎」が誕生しました。今回は、これら全国的なネットワークから多くの方が参加して下

さいます。

　医療コミュニケーションに関心のある方は、どなたでも自由に参加できます。また、医療

コミュニケーションに興味のある方は気軽にご参加ください。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。

平成 19 年 12 月 20 日

世 話 人： 中野　重行 大分大学医学 創薬育薬医学 教授

　 国際医療福祉大学 大学院 教授

　　 NPO 法人 豊サポート 理事

森　　照明 国立病院機構 西別府病院 病院

NPO 法人 豊サポート 理事

アドバイザー： ᾁ木　良三 大分医科大学 名誉教授

大分医科大学 元学

前田　純子 岡山 SP 研究会 代表

大分大学医学 常勤講師 　　　　　　

主 催：NPO 法人 豊の国よりよき医療と健康づくり支援センター（NPO 豊サポート）

共 催：大分大学医学 創薬育薬医学講座／国立病院機構 西別府病院

　　　　　　　豊の国医療教育ボランティア会（豊の国 SP 研究会）

＊ SP・・・ SP とは 模擬患者 のことです。 Simulated patient、または standardized patient

の略です。医療者の医療面接教育の現場で、与えられたシナリオを基にして、患者役を演

じてご協力いただく「医療教育ボランティア」です。現在、医学生・薬学生・看 学生を

はじめとした医療者教育の現場では、なくてはならない存在になって活 しています。



第16回豊の国医療コミュニケーションの集い 開催概要

日 時： 2008 年 2 月 9 日（土） 9:30~17:00

場 　 所：2大分大学医学 看 学科 221 号室（由布市挾間町医大ヶ丘 1-1）

参 加 費：2無料

参 加 申 込：2下記の申込書にご記入の上、FAX にてお申込みください。E-mail で申

し込みされる場合は、下記の申込書の内容についてお知らせ下さい。

申 込 期 限：22007 年 2 月 3 日（日）

お弁当申込：2ご希望の方には、昼 （500 円程度）をご用意させていただきます。

懇 親 会：2場所：回（大分市中央町 3-4-13）　時間：18:00~20:00

会費：3,500 円程度　　ご自由にご参加下さい。

二 次 会：2場所：スナックあや（大分市中央町 3-6-35 紅蘭亭ビル 2F）

会費：3,000 円程度　　ご自由にご参加下さい。

： NPO 法人 豊の国より良き医療と健康づくり支援センター(NPO 豊サポート)

　　　　　　　　　 〒879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ丘 1-1

　　　　　　　　　　　　　　　　 大分大学医学 創薬育薬医学講座内

　　　　　　　　　　 TEL：097-586-6196　　　FAX：097-586-6197

　　　　　　　　　　 E-mail：toyo-support@med.oita-u.ac.jp (担当：岡 太一)

当日の連絡先：090-7392-3331

申　　込　　書

氏　名（ßëÉñØ）

職　業（所属）

連絡先 2□2職場　　　　□2自宅 　　　

住 所
〒

ＴＥＬ／ＦＡＸ ＴＥＬ： ＦＡＸ：

お弁当 2□2希望する　　□2希望しない

懇親会 2□2希望する　　□2希望しない

二次会 2□2希望する　　□2希望しない

その他

ご要望等がございましたら、お知らせください


